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１回 佐藤 講義

２回
佐藤

学外協力
者

講義

３回
佐藤

学外協力
者

講義

４回
佐藤

学外協力
者

講義

５回
佐藤

学外協力
者

講義

６回
佐藤

学外協力
者

講義

７回 佐藤 講義

８回 佐藤 講義

第2回以降の各回の講義に簡単な事前課題を設ける。課題内容は前週の講義終了時に提示する。リアクションペーパーに記載し

講義日翌日の朝9:00までにWebClass上で提出すること。（リアクションペーパーの評価に含まれる）

自身のキャリアデザインに関連した看護職者のキャリアを1つ選び（講義内にないものでも可）、関連する学術文献を1冊以上

　　　　　　　　　　選び読むこと。レポートとして、１）そのキャリアを選択した理由と調べた内容、２）自身のキャリア形成のために在学中に

取り組むべきこと、をまとめること。（本文1000字以上）

APAスタイルを用いて適切に文献を引用し、レポートとしての体裁を整え、指定の期日までにWebClass上で提出すること。 

キャリアデザイン
Career Design

佐藤　可奈（301）
教員への連絡方法
(メールアドレス)

履修
年次

2年次
後期

単位数
(時間)

1(15)
選択
区分

必修

実務経験を活かした教育の取組

担当教員全員は、看護職として実務経験がある。看護の実践及び教育・研究活動を行っており、その経験を活かして本授業の講義を行う。

授業
形態

演習

科目等
履修生

ｵｰﾌﾟﾝｸﾗｽ

地域社会に広く貢献できる看護職者となるために、県内の医療現場において第一線で活躍されている看護職者から自らのキャリ
アについての話を聞くことによって、看護大学での学びと看護職者として働くことを直接的に関連付ける。また、学ぶことの意
義を再確認し、将来におけるキャリアを検討することの意義を考えることができるようにする。

１．自分自身のキャリア・アンカーを知り、自身のキャリアデザインについて言語化できる。
２．三重県で活躍する様々な看護職者の体験談をふまえ、キャリアの多様性、自律性、柔軟性を説明できる。
３．看護専門職におけるキャリア形成と継続学習について説明できる。

科目
区分

総合科目

成績評価方法
(基準)

授業ごとのリアクションペーパー(40%）レポート(60%）
評価基準は初回講義時に提示する。提出物は原則的にWebClassのみで受け付ける。

再試験の有無と
基準等

実施しない（課題とレポートの配点割合が高いため）。

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・
ﾎﾟﾘｼｰ
（DP）

D　様々な職種との連携において、看護専門職者としての役割を理解し、多職種による協働活動に参加できる。
　（技能・表現）

B　人々の生活に根ざした看護を実践するための幅広い教養と専門的知識を有している。（知識・理解）

教科書
指定しない。講義資料はWebClassにて講義日前日正午までには公開する。講義までに各自で準備しておくこと。

参考書等
授業資料の作成に用いた書籍・資料は参考資料として必要に応じて提示する。

学生の主体性を伸ば
すための教育方法と
学生への期待

基礎知識を押さえつつ、皆さんの関心や疑問を重視しながら進めていきます。医療や看護に関するニュース等に目を
向け、積極性をもって講義に臨んでください。

備考
学外協力者との調整の都合で、日程および内容が変更される可能性がある。

学習項目 学習内容
主担当
教　員

オリエンテーション
キャリアとキャリアアンカー

看護職者の働くさまざまな場所について学ぶ。
キャリアの考え方を学び、自身のキャリア・アンカーを知る。

認定看護師としての活動の実際とキャリア
形成

三重県内で認定看護師として第一線で活動している講師のキャリ
アの実際から、今後の自分に何が活かせるかを考察する。

専門看護師としての活動の実際とキャリア
形成

三重県内で専門看護師として第一線で活動している講師のキャリ
アの実際から、今後の自分に何が活かせるかを考察する。

助産師としての活動の実際とキャリア形成 三重県内で助産師として第一線で活動している講師のキャリアの
実際から、今後の自分に何が活かせるかを考察する。

保健師としての活動の実際とキャリア形成 三重県内で保健師として第一線で活動している講師のキャリアの
実際から、今後の自分に何が活かせるかを考察する。

訪問看護師としての活動の実際とキャリア
形成

三重県内で訪問看護師として第一線で活動している講師のキャリ
アの実際から、今後の自分に何が活かせるかを考察する。

教育研究者としての活動の実際とキャリア
形成

看護分野の教育研究者のキャリアの実際から、今後の自分に何が
活かせるかを考察する。

　２）レポート

キャリア形成と継続学習 キャリア形成のための支援について学び、看護職者として歩み続
けていくために必要な資源について考察する。

学　　習　　課　　題

　１）事前課題
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